
関西外大ソフトテニス部（女子部）の歴史 

 

昭和 41年 関西外国語大学開設と同時に創部 

 

昭和 44年 関西学生ソフトテニス連盟に加盟 

      関西学生リーグ 10部に所属 

昭和 52年 浜田監督就任（男・女） 

    その後、徐々に昇格していき、 

 

昭和 56年 関西学生秋季リーグ戦で１部に初昇格 

 

昭和 57年 関西学生春季リーグ戦で２部に降格 

 

    その後、２部リーグにおいて５年間で 10回（春、秋２回開催）のリーグ戦のうち 

９回優勝したものの１部との入替戦で９回敗れる 

 

昭和 61年 特技入試制度が新設され有望新人が確保できるようになる 

 

昭和 63年 再度１部昇格  

平成 20年 関西学生秋季リーグ戦１部優勝 

平成 21年 関西学生秋季リーグ戦で２部降格、現在に至る 

平成 27年 山本哲也女子部コーチ就任 

平成 28年 山本真理恵女子部コーチ就任 

平成 29年 関西学生秋季リーグ戦で２部優勝、入替戦に勝利し、１部復帰 

 

 

昭和 63年以降の主な戦績、 

       関西学生リーグ戦１部リーグ         優 勝  １回 

準優勝  ８回 

                             ３ 位  10回 

       西日本学生ソフトテニス選手権大会（団体戦） 準優勝  ４回 

                             ３ 位  ４回 

       全日本学生ソフトテニス選手権大会（団体戦） ３ 位  １回 

                            ベスト８  ３回 

 

 

以 上 


